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はリングの後方まで軸近傍で 15000 0 K 前後に維持されることが示される。 次にアークジェット中に
ノイズとして存在する輝点速度より，気流中二三の位置での二点聞の平均流速が求められる。
第 5 章では加熱気流場では電子温度が気体温度に比してどれ程高いか，また電流分布がどのように
なっているかをしらベ，簡単なモデノレを作り，数値計算の結果，本実験条件では電流がリングの後方
に流されるのは比較的少なく，熱平衡もほぼ成り立つことが確められる。
第 6 章では流れの大局を調べる目的で一次元流れモデノレによる流れの場の解析を行う。方程式系を
作り整理した後，マッハ数をノマラメータとして位相面における諸量の変化，および物理面での変化が
数値積分により求められ実験結果と比較される。
最後に以上 6 章にわたって述べた研究成果を総括し，得られた結果を明らかにしている。
論文の審査結果の要旨
リング状陽極を別に設け，ジューノレ加熱を利用してほぼ一様な長いよく電力の入るプラズマ噴流を
作る乙とに成功している。一方，噴流中の電場，気体及び電子温度等の基本量をガス圧，流量とノズ
ノレの内径等の関数として理論的に検討し， ジェットの電流-電圧特性が上向きとなることの説明を与
えている。第二に噴流中の電流分布を二次元模型によって計算したが逐次近似が成功していてこれも
ほぼ真実を捕えたものと考える。第三に一次元流れに問題を帰着して解を求めているが温度及び流速
分布の測定結果とも符合し，意味のある取扱いである。よって，この分野に於ける工学上の問題に貢
献するところありと認める。
